
 

 

R4 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
 

秀峰会 
代表者 

 

櫻井 大 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

ご利用者一人ひとりが自分の生活を維持し、地域で長く過ごせるような環

境作りをお手伝いできるように職員全員で取り組んでいる。 

生活リハビリにも力を入れ、看護師による個別機能訓練なども積極的に行

っている。 
事業所名 

小規模多機能型居宅介護 

こでまり（ 保土ヶ谷区） 
管理者 

 

平塚 亮 
 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 

地域住民・地域団

体 
利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 1 人 1 人 人 人 1 人 人 2 人 人 5 人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

職員全員で考えることは継続し、

苦情の無い楽しい職場にしてい

く 

職員連携の在り方を見直し、定期

的に職員意見を確認することが

出来た。新人職員が多く、職員間

の意識の統一が不十分であった。 

実際の点は分からないが、できる

範囲で取り組みを行っているこ

とは見て取れる。 

職員教育を強化（研修会・ミーテ

ィング）し、それぞれの項目に職

員が積極的に関わる状況を目指

す。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

整理整頓の継続 

感染症の蔓延防止の継続 

物品の配置、設備の見直しを行

い、必要なものには補修を実施。

感染症対策は消毒、飛沫防止、加

湿等十全に行えた。 

整理整頓は分からないが、感染

症に対して予防を取り組んでい

た姿勢は分かった。 

他の事業所等をみると、玄関に

施錠をしている所がほとんどな

ので、それが当たり前だと思っ

ていた。 

 

安全面・衛生面における環境の見

直しを継続的に行う。具体的には

衛生資材の入替と震災対策を考

慮した安全配慮。新型コロナ対応

を一部緩和しつつも必要な感染

症対策の継続。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

高校・中学とのつながりを大切に

し、今後は保育園や幼稚園の子供

との交流も視野に入れる 

地域行事への参加 

可能な範囲で受け入れを行うこ

とはできたが、取り組みとしては

受け身であった。 

取組の姿勢は見て取れた。 

地域への認知度や相談しやすい

環境という点ではまだ努力が必

要。今後民生委員との繋がりを作

っていくことが大切。（民生員の

集まりにて取組の発表・挨拶がで

きる機会を設けられないか相談

いただく） 

学生ボランティアの受け入れを

年３回以上を目標とする。また地

域交流の一環として鶴見高校に

敷地内散歩などの協力依頼をか

け交流の強化を図る。 

参加可能な地域活動には積極的

参加を行う。民生委員とは面識を

得る機会を模索。 



 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

病院付き添いや自宅周辺の散歩

などを継続 

目標は達成。定期的な振り返りを

行い支援。地域生活に必要な支援

を十全に行えた。 

外を散歩している姿や、買い物に

同行している姿を見かける。 

活動・参加の場が少ない中で、で

きることはしていると思われる。 

地域の利用者・家族も推進会議

に参加いただけるよう働きか

け、本来の推進会議の在り方を

目指す。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

ご利用者が本当の笑顔で過ごせ

る環境を作る 

計画に具体性が無かったため、基

準を設けたうえでの計画立案が

望ましかった。 

地域で心配な方の情報共有はし

たことが無かったが必要とは思

う。個人情報等は出せなくとも、

「どこどこでこういう人を見か

けた」「どこどこの家の新聞が山

になっている」などから初めては

どうか。 

推進会議の議題に、「地域での心

配事案の共有」を項目とし取り

組む。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

土砂崩れや水害は該当しないが、

年２回の防災訓練を継続し安全

に過ごせる環境作り 

訓練は２度実施したが、都合によ

り地域住民や自治会との連携は

難しかった。 

声を掛けてもらえれば可能な限

りは参加させて頂く。また、自

治会でも防災備品の確認等の取

組を行っているとのこと。 

自治会と施設との防災協定の締

結を目指す。 

少なくとも施設主催の避難訓練

時には自治会に声をかけ、参加

を促させて頂く。 

地域の防災活動への参加相談を

図る。 

 

 


